
 
 
 

元気いっぱい、笑顔いっぱい、社会に出ることを心待ちにした児童がそろう学校 
 

　
　
　

 　
 

 大切な梅の木が折れてしまいました  
　 　 　 　  
　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　校長　 宮腰 高子  

　2月 6日の夕方から降り積もった雪の重みで、正門の梅の木が
折れてしまいました。沢山の花をつけていたのがうれしくて、
写真に撮ったその翌日のことでした。通学路も塞いでしまって
いましたが、この事態に気づいた地域の方が、チェンソーで応
急処置をしてくださいました。その後、市役所と本校の職員と
で処理をしました。梅の木の内部がかなり前から痛んでいたよ
うでした。この状態でも毎年多くの花と
実をつけていたのかと思うと感謝の気持
ちでいっぱいです。また、通りすがった
近隣の方々や挨拶運動の学校応援団の皆
さんも、このことで沢山声をかけてくだ
さいました。ありがとうございました。
この梅の木ですが、折れた脇に新しい枝
が数本出ており、花もつけています。　　　【新しい枝と梅の花】　こ
こから、新しい命として育っていくのでしょうか。見守ってい
きたいと思います. 

【折れた梅の木】　　　　　　  　さて、二小には大小様々な樹木があります。可能な範囲で日々
手入れをしているところですが、落ち葉掃き等、地域の皆様に助
けて頂いております。本当にありがたいことです。大きな木につ
いては、専門の業者に判断していただき、安全面を一番に配慮し
ながら計画的に剪定していただいています。先日は、桜やイチョ
ウ等が剪定･伐採されました。大きな木は学校のシンボルでもある
のでつらいです。  
　ご存じの通り、昭和18年に本校の敷地拡張のために「一夜塚古
墳」（今から1500年以上前の豪族のお墓）を切り崩しています。
地域の皆さん三千人以上がかかわって達成されたとのことです。
貴重な出土品も沢山出てくる中での作業はどんな思いであったこ 
とか。私どもはこれまで学校を支えてくださった皆さんや、卒業

【実った梅の実/今年度あすなろ　生の思いを大切にし、学校の様子が変わっても、今の時代を輝く
学級が梅ジュースを作りました】 笑顔で学ぶ児童を支えていかなければと強く思います。 
　早いもので今日から3月です。4月には進級・進学となります。3月22日の卒業証書授与
式まで6年生の登校日は残す所あと15日となりました。6年生は子供たちにとって「大きな
木」のような存在です。学校を支えてくれる心強い存在です。3月7日には「6年生を送る
会」が行われます。1年生から5年生が感謝の気持ちを込めて学年ごとに出し物等を行いま
す。今年度は、全児童が体育館に集まって行います。コロナ禍であった一昨年度は事前に
撮影したものを配信する方法で実施したとのことです。昨年度は、発表学年が代わる代わ
る体育館に行き、6年生に見せる形をとりました。今年度は全校児童が集まりこの会を行
います。リードするのは5年生です。  
　この他にも、クラブや委員会の振り返り、通学班の新年度への引き継ぎ等、6年生には
小学校生活の締めくくりとしての行事が有ります。学校全体にとっては毎年やっているこ
とですが、そのたびに6年生は小学校生活を振り返り、自分の成長や愛校心、未来への希
望を持ち、いく段もの心の階段を上ります。保護者の皆様、地域の皆様と共に卒業までの

日々を支えていければと思います。  
 
 

　昨年度行われた150周年式典のお祝いとして、実行委員会から約50
万円分の図書を購入していただきました。約280冊の本は、学校図書
館と各学級に配置されます。二小児童の「豊かな心の育成と確かな学
力の向上」のため、大切に使用させていただきます。  
【購入された本】 

【学校教育目標】  進んで学習する子（知）  仲良く助け合う子（徳）  健康で明るい子（体）

朝霞第二小だより
〒 3 5 1 - 0 0 0 7  朝 霞 市 岡 ３ 丁 目 １ ６ 番 １ ３ 号   T E L 0 4 8 - 4 6 1 - 0 0 4 2
令 和 ６ 年 　 3 月 1 日 〈 3 月 号 〉   　　　　 児 童 数   ７ １ ９ 名（ 2 / 2 7 現 在 ）


